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インフルエンザはどうして高熱が出るのですか？
インフルエンザウイルスは、肺に通じる空気の通り道である気道の細胞に感染します。気道の細胞はバ

リア機能により、インフルエンザウイルスの侵入を防御する働きがあります。さらに、炎症性サイトカイ
ンというウイルスを攻撃する成分が産生されます。炎症性サイトカインが過剰に産生されるウイルス感染
症は、サイトカインにより感染したヒトは高熱となり、肺炎などさまざまな合併症を引き起こすことがあ
ります。
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病 気 の 検 査 8専 門 医 が解説する

「感染症の検査：インフルエンザ」
日本臨床検査専門医会

三宅 紀子

●日本臨床検査専門医会：種々の検査を通して診断や治療に役立つ検査結果と関連する情報を臨床医に提供する臨床検査医の職能団体です。

どのような場合にインフルエンザに感染
した可能性があると考えられるのですか？
インフルエンザはA型、B型、C型があります。この

うちC型は一度感染すると免疫が成立し、再感染が少な
いといわれています。A型とB型は冬期を中心に流行し
ます。A型は高熱や悪寒、筋肉痛、せき、鼻水などの症
状が多くみられます。B型は発熱、腹痛や嘔吐・下痢な
どの消化器症状を伴うことがあります。そこで、冬期を
中心にこれらの症状がある場合はインフルエンザウイル
ス感染を疑います。

2 インフルエンザウイルスの検査
で陰性ならば、インフルエンザ
ではないと考えてよいのですか？
現在、診療で行われるインフルエンザ検査

のほとんどが、インフルエンザ抗原を検出す
るための迅速検査です。迅速検査の多くは鼻
汁や咽頭ぬぐい液を採取して、そのなかにイ
ンフルエンザ抗原が存在するかを調べるもの
です。数分から20分程度で結果がわかり、
早期にインフルエンザ治療が開始できること
がメリットです。しかし、迅速検査はすべて
のインフルエンザ感染例をみつけることはで
きません。鼻汁や咽頭ぬぐい液を採取した時
期に、インフルエンザウイルスが少量の場合
には、偽陰性となることがあります。検査の
感度が向上することで、偽陰性は減少するこ
とが期待されますが、現在の感度は50 ～
80％程度です。

迅速検査で陰性でも、インフルエンザウイ
ルスに感染している可能性があります。この
ため、発熱、筋肉痛、腹痛などインフルエン
ザウイルス感染症の可能性がある症状の場合
は、症状が出現してから5 ～ 7日間は自宅療
養することが大切です。
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インフルエンザ臨床症状

ウイルスを含む飛沫など
　

呼吸器でのウイルス増殖
　

ヒトの生体防御反応
（サイトカインの産生）
　

発病
・発熱（通常38℃以上の
　高熱）、悪寒
・全身倦怠感
・頭痛、関節痛、筋肉痛

迅速検査の原理
イムノクロマト法という測定法でインフルエンザ抗原を検出します。尿で調べる妊娠検

査もイムノクロマト法が用いられています。また、新型コロナ感染症にもウイルス遺伝子
を検出するPCR法以外に、イムノクロマト法を用いた抗原検査が活用されています。
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